

















































































































































































































































































































殿中では専らの取沙汰となって大笑いになったというのである。当時の朝廷や幕府は金品の献上いかんによって綸旨奉書が乱発されていたからであろ 。このため伊勢方の治慶は、越前専修寺真智上人へ下付された綸旨奉書を無効とする棄破の綸旨奉書を再度取得するように京方へ働きかけてほしいと述べている。このような事態 中 朝倉方 おけ 公事訴訟は一頓挫し に下向していた伊勢専修寺尭慧も訴訟の決着を見ずして、その年の末に失意のうちに上洛してしまった。そして、将軍足利義輝や慶寿院
（足利義輝母）
ら























































































































書状」 ・同年六月十九日付「阿弥陀寺 証・勝鬘寺明真連署請文」 ・同年八月九日付「勝鬘寺明真等連署請文」 ・ 「勝鬘寺明真請文」 ・同年八月十七










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 「専修寺文書」 『県史２』 ）
（
34） 平凡社刊『石川県 地名』 「山代温泉専光寺」
の項。
（









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 「専修寺文書」 『真宗史料集成』 ）
『??????』（?????????）
